
4/25、6/27、8/29 ◆ 水の駅「ビュー福島潟」 ◆ 福
島潟には、季節毎に様々な生き物が登場し、音で
景色を彩ります。その自然音と景色をモチーフに
作曲された楽曲が、辺り一面を染める夕日をバッ
クに、プロの一流演奏家によって奏でられます。 
◆ 日比野音療研究所  http://www.hstl.net/jp/

7/20 ◆ 福島潟放水路 ◆ 潟舟の製作過程を
公開し自由見学。製作した舟を使用し、福島
潟放水路を会場に潟舟競争を実施。また、潟
舟の会船頭がこぎ方の講習を行う。 ◆ ねっと
わーく福島潟  http://www.geocities.jp/fu
kusimagata/

9/19、9/20 ◆ 北区文化会館 ◆ 「福島潟」を舞
台とした古くから伝わる物語を公演。潟の水
と闘いながらも恩恵を受けて暮らしてきた先
人たちの暮らしを伝え、新潟への思いを深め
ます。5月末まで、出演者募集中です。 ◆ 演劇
くらぶ「葛の葉」  090-4730-2817 ￥ 800 円

9/23 ◆ 水の公園福島潟 ◆ 福島潟を未来に
継承するため地域や若者を中心とした「潟  
総おどり」を開催。自然（潟）と人（若者）が織
りなす、新たな潟文化として創り上げていく。 
◆ 福島潟みらい連合  http://www.pavc.ne.
jp/~hishikui/

9/23 ◆ 水の公園福島潟 ◆ 約10,000本のロウ
ソクを用いて、ロシアから訪れるオオヒシク
イのアート作品を作成する。今回は水と土に
関連したデザインを取り入れる。 ◆ 福島潟自
然文化祭実行委員会  025-387-1195

9/26 ◆ 葛塚小学校 ◆ 世界中の水と土にまつ
わる音楽の演奏、新潟の水と土にまつわる音
楽の演奏、参加者との合同演奏（合唱）。 ◆ 北
区フィルハーモニー管弦楽団  080-5502-
9419

7/25、9/25～ 9/27 ◆ 通船川、新潟市美術館 ◆  親
子で参加、子どもとつくる夏の思い出。船の上から
まちを知る。そして自分たちで歩いた流域の記録
を写真集・写真展として発表します。 ◆ 「通船川ク
ルーズ」プロジェクト t_tazawa@icloud.com 
 090-2846-7550

7/31～ 10/4 ◆ 旧江東車体内アートスペース
（東区山木戸 4-2-7） ◆ 普段、踊ることのない
人にほど受けて欲しい、誰でも参加できるコ
ミュニティダンスのワークショップとショーイ
ング。講師は全国で活躍するダンサー北村
成美とアシスタントの Lata。 ◆ Breathing Art

9/19、9/20 ◆ 旧江東車体 ◆ 古い工場の中
に植物を搬入してのパフォーマンス。「工
場」と「造園」と「ダンス」が織りなす不思議
な空間。◆ Breathing Art

4/1～10/12 ◆ 中央区・西区各地 ◆ 芸術祭の
各種事業の宣伝や賑わいの創出のために駅
前や公共の広場などでチンドン屋の演奏を
行い、チラシなどを配布する。 ◆ うちの deチ
ンドン  http://www.facebook.com/MizuT
suchi2012uchinodechindon

5/9、5/10　6/24 以降、芸術祭期間中展示 
◆ こども創造センター、ビュー福島潟ほか  
◆ 絵本作家・イラストレーターの木村太亮
さんと、ちぎり絵の壁画を作ります。出来上
がった作品は、芸術祭期間中、会場に展示し
ます。 ◆ ジョイフェス  080-6625-7393

5/16、5/17 ◆ 早川堀通り（西湊町 2 ～ 4） 
◆ しも町・こい町・あつい町・ハッピーな
町をキーワードに、ハッピーベルを鳴らそう！
メッセージ in ハッピーバルーンなど未来町
に向かって翔きます。 ◆ 早川堀みずつち PR
プロジェクト  090-8649-5000

7/10、7/19、7/20 ◆ 木揚場教会ほか ◆ 全国
で活動する『舞踏団トンデ空静』が踊りと音
楽と色で新潟を揺らす！（ワークショップ
7/10、練り歩き 7/19、公演＠木揚場教会
7/20） ◆ 舞踏団トンデ空静  http://tondeka
rashizuka.com/

7/12、10/9 ◆ こども創造センター、能楽堂
ほか ◆ スティールパン奏者伊澤陽一、即興
舞踏家松崎友紀、作家“雨を待つ男”山口達
己の 3 人が、「水」をテーマにひとつの作品
を創り上げ表現します。 ◆ わいわい夢工房
 080-6625-7393

7/17 ～ 9/13 ◆ 日比野克彦さんのボート
ハウス ◆ 水と土の芸術祭 2012 の藤浩志
氏の作品で生まれた部活「手部」。本年は
音楽やパフォーマンスの要素を新たに加え、
地域住民と芸術祭を盛り上げます。 ◆ 手部 
 090-2636-5249

7/18 ～ 7/22 ◆ NEXT21 ビル 1Ｆ ◆ うるし実
技講座の受講生作品の展示、新潟漆器の伝
統を生かした今の新潟漆器の展示、新潟漆
器の製作体験を通しての交流広場。 ◆ 新潟
市漆器同業組合  http://www.nuridon.
com/ 

7/18 ～ 8/31 ◆ 各店舗 ◆ 鳥屋野潟周りのレ
ストランやカフェと、地元農家がコラボした
水土特別メニューを企画・提供。それらを
紹介した「鳥屋野潟水土コラボ食ガイドマッ
プ」を作成。 ◆ STUDIO U・STYLE  025-242-
0651

7/18、8/22 ～ 9/27 ◆ 天寿園ほか ◆ 講座+まち
（田んぼ）撮り歩き＆編集講座でマチの背景
「新潟の今」を言葉と画像で記録、作品集作
成、作品展開催。応募作品からもOKです。 
◆ 「田んぼとマチ」を感じてつくる、プロジェクト
okazaki_yu@icloud.com  090-1463-3272

7/18 ～ 10/10 ◆ 新潟駅西側連絡通路 ◆ 大
勢の市民が参加しやすい『折鶴』を題材にし
て、新潟市が誇る風景を作り上げます。 ◆ 特
定非営利活動法人アライアンス2002

7/18 ～ 10/11 ◆ 新潟大学旭町学術資料展
示館 ◆ 「潟」の「水」に対して「砂丘」の「土」の
魅力を発信します。新潟大学所蔵の安宅安
五郎の『砂丘に立てる少女』をはじめとする
作品を展示します。 ◆ 新潟大学旭町学術資
料展示館  025-227-2260

7/18 ～ 10/11 ◆ 沼垂テラス商店街とその
界隈 ◆ 「なじらね沼垂」を拠点に、市民によ
るラジオ番組を発信。美術作家の白川昌生
さん・小野田賢三さんも沼垂に帰ってきま
す。 ◆ なじらね沼垂  facebook.com/najir
ane.nuttari

7/18～10/12 ◆ 新潟市清五郎周辺 ◆ “清五郎
八人衆” にスポットを当て、遠い昔にこの地
を切り開いてくれた人たちの苦労を広め、未
来を創るということの大切さについて投げ
かける。 ◆ 清五郎倶楽部  090-9742-8081

7/18～10/12 ◆ Befcoばかうけ展望室 ◆ 展望
室にある4か所の案内板にスマホをかざすと、
AR アプリで展望の眺めをガイドする。日本語、
英語、中国語での解説も選べます。 ◆ にいが
た文化交流 NET  080-3190-9870

7/18～10/12  ◆ 旧礎保育園 ◆ このプロジェ
クトでは、薪割体験から始まり作陶体験、
窯焚き、焼成した器でお茶を飲むという、
薪窯で行う陶芸の全工程を体験できます。
◆ 礎窯サポーターズ  090-4823-8468（下山）

7/18 ～10/12 ◆ ベースキャンプ ◆ 柳の枝や
和紙で創作した鳥型の凧「鳥凧」は、本物の
鳥たちが寄ってくるほどそっくり！ 柳都・新
潟の民芸アートを展示します。 ◆ 新潟鳥凧の
会  025-267-0213

7/25 ◆ ベースキャンプ ◆ 水と土の芸術祭を
盛り上げる、クァルテットの演奏会を開催し
ます。クラシックから子ども向けの曲、潟に関
する曲などを演奏する濃密な時間にします。 
◆ みずつちオーケストラ

7/25 ◆ 新潟駅南口広場 ◆ 「ステージ」「マーケット」
「ミラーボール」の 3つにより、来場されたお客さまが
その周りで、楽しめます。一度にアートと食と音楽を
楽しむイベントです。 ◆ のんぴーり青山の会 のん
ぴーりサックス   http://www.nonpiri-sakkusu.com 
 025-230-5747

7/27 ～10/2 ◆ ベースキャンプ ◆ これまで
の地上からの撮影だけでなく、マルチコプ
ターによる空撮を使い全体の景観を撮影
し、鳥の眼で編集を行う。ナレーションを加
え、紹介する。 ◆ 新潟映像製作ボランティア
 090-4701-3910

7/30（予定） ◆ ホテル日航新潟 ◆ 新潟の野菜
に注目して、新潟の寿司と野菜のコラボを
提案。新潟の誇りとなるような食文化と農家
さんのこだわりに注目し、そこに光をあてる。
◆ 新潟美人実行委員会  niigata-bijin.com 
 025-255-1388

8/1 雨天の場合 8/2 に順延  ◆ 人情横丁  
◆ 一日だけ二番堀を復活させる。人情横丁
内ミニギャラリーでは、懐かしい写真や資料
を展示。また新潟市民文化遺産認定の浦安
橋遺構をライトアップする。 ◆ 本町中央商店
街協同組合  025-222-0303

8/2、8/16、8/23 ◆ こども創造センター ◆ こども
独自の視点・発想を新潟県内外に発信！小学
生～高校生を対象に「自分のまちの自慢した
いもの」をテーマに、写真または映像作品を
作ります。 ◆ みずつちこどもファインダー
学校  egao-no-tabi.jp  090-3092-4544

7/18～8/31 ◆ 作品の作家と市民を交えた
トークセッションを企画。作家の視点と市
民の視点で作品について語り合い、市民の
側から芸術祭を盛り上げます。 ◆ 新潟市南
商工振興会 025-245-3020（問合せ時間
10:00～15:00）
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